
　
Ｊ
・
Ｓ
・

バ
ッ
ハ
は
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ

の
聖
ト
ー
マ

ス
教
会
で
、
自
作
を
奏
で
て
い

た
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
飾
ら

れ
た
教
会
内
で
、
聴
衆
は
チ
ェ

ン
バ
ロ
の
ま
わ
り
に
陣
取
っ
て

演
奏
を
聴
い
て
い
た
が
、
そ
れ

は
同
時
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と

で
も
あ
っ
た
。
バ
ッ
ハ
は
曲
を

通
し
て
神
を
伝
え
、
聴
衆
は
曲

の
背
後
に
神
を
感
じ
た
▼
今
の

我
々
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

バ
ッ
ハ
を
聴
く
た
め
に
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
無
機
質
な
音

楽
会
場
へ
足
を
運
ん
で
も
、
そ

こ
に
神
を
感
じ
る
こ
と
は
難
し

い
▼
と
こ
ろ
で
、
い
い
音
楽
を

聴
く
と
、
な
ぜ
い
い
気
持
ち
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
物
理
学

的
に
考
え
る
と
、
お
互
い
作
用

を
及
ぼ
す
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

同
じ
性
質
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
同
一
次
元
（
デ
ィ

メ
ン
シ
ョ
ン
）
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
音
楽
は
空
気
の
振
動
で

あ
る
か
ら
波
で
あ
り
、
そ
れ
が

心
に
影
響
す
る
の
で
あ
る
か
ら

心
も
波
で
あ
る
。
心
は
身
体
や

ま
わ
り
の
環
境
か
ら
影
響
を
受

け
る
の
で
、
身
体
や
ま
わ
り
の

世
界
も
波
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
中
で
自
分
の
自
由
に

な
る
の
は
心
だ
け
で
あ
り
、
心

の
持
ち
方
一
つ
で
す
べ
て
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
▼
長

い
間
、人
々
に
と
っ
て
、「
強
い

こ
と
」が
最
も
大
切
な
事
柄
で

あ
っ
た
。そ
の
後
、時
代
が
進
む

と
、「
正
し
い
か
正
し
く
な
い

か
」が
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
り
、

さ
ら
に
時
代
が
進
ん
で
21
世
紀

に
な
る
と
、「
楽
し
い
か
ど
う

か
」に
変
わ
っ
た
。医
療
制
度
で

も
政
治
で
も
、心
に
楽
し
さ
、夢

が
な
け
れ
ば
何
も
動
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。 （C

le
a
r

）

　
2
0
3
5
年
を

見
据
え
た
保
健
医

療
政
策
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
銘
打
た
れ
た

『
保
健
医
療
2
0

3
5
』
は
、
策
定

懇
談
会
に
よ
り
昨
年
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
策
定
委
員

に
は
若
い
世
代
の
厚
生
労
働
省

官
僚
や
大
学
教
授
な
ど
が
中
心

と
な
り
、
自
分
ら
な
り
に
20
年

後
を
見
据
え
た
保
健
医
療
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
提
言
し
た

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

の
ほ
と
ん
ど
は
こ
れ
ま
で
政
府

系
会
議
で
方
針
化
・
決
定
さ
れ

た
医
療
政
策
の
焼
き
写
し
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
認
識
・
思
想
の

呪
縛
の
中
で
し
か
発
想
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
も

そ
も
策
定
会
議
の
性
質
は
「
非

公
開
の
自
由
闊
達
な
議
論
」
の

〝
懇
談
会
〞
で
あ
り
、
個
人
的

認
識
や
発
想
を
披
瀝
し
た
提
言

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
問
題

は
こ
の
提
言
に
塩
崎
厚
労
大
臣

が
ま
る
乗
り
し
て
推
進
本
部
を

設
置
し
た
う
え
、
今
次
診
療
報

酬
改
定
内
容
に
も
言
及
す
る
な

ど
看
過
で
き
な
い
存
在
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
中
身
だ
が
、
ま
ず
主
タ
イ
ト

ル
が
「
2
0
3
5
年
、
日
本
は

健
康
先
進
国
へ
」。
と
な
る
と

現
在
は
健
康
後
進
国
と
い
う
認

識
か
と
思
い
き
や
「
我
が
国
は

…
高
い
平
等
性
・
手
厚
い
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
・
世
界
一
の
良
好
な
保
健

ア
ウ
ト
カ
ム
を
、
比
較
的
低
い

医
療
費
で
達
成
し
て
き
た
。
こ

れ
は
、
先
達
の
叡
智
と
国
民
の

努
力
の
賜
物
で
あ
る
」
と
高
く

評
価
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ

こ
で
「
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
、
疾
病
構
造
の
大
幅
な
変

化
」
を
対
置
し
、「
こ
れ
ま
で

の
保
健
医
療
制
度
を
規
定
し
て

き
た
根
底
の
価
値
規
範
、
原

理
、
思
想
を
…
根
本
的
に
転
換

す
べ
き
で
あ
る
」
と
過
去
の
全

否
定
を
行
う
。
そ
う
で
は
な

く
、
過
去
の
医
療
政
策
や
そ
の

思
想
の
何
が
間
違
っ
て
い
た
の

か
、
そ
の
中
で
世
界
一
を
実
現

さ
せ
て
き
た
叡
智
や
努
力
と
は

何
で
あ
っ
た
の
か
を
冷
静
に
分

析
・
評
価
・
批
判
し
、
良
い
と

こ
ろ
を
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
さ
せ
て
修
正
・
補
強
し
て
い

く
作
業
こ
そ
責
任
あ
る
官
僚
の

政
策
立
案
力
で
あ
ろ
う
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
第
1
の
柱
が

「
リ
ー
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」で
、

意
味
は
「
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
低
コ
ス
ト
で
提
供
す

る
こ
と
」と
あ
る
。内
容
的
に
政

府
・
財
界
が
か
ね
が
ね
主
張
し

て
き
て
、
今
次
診
療
報
酬
改
定

で
導
入
さ
れ
た
「
ア
ウ
ト
カ
ム

評
価
」と「
費
用
対
効
果
」と
を

合
体
さ
せ
た
も
の
に
類
似
し
、

さ
ら
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
最

も
重
要
な
も
の
は
、
透
明
か
つ

説
明
責
任
の
確
保
」と
あ
り
、こ

れ
は
既
出
の「
見
え
る
化
」に
過

ぎ
な
い
。
い
ず
れ
も
目
新
し
い

も
の
で
は
な
い
。ま
た
第
3
の
柱

が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
が
、こ

れ
は
医
療
を
目
玉
に
し
た
「
新

成
長
戦
略
」
そ
の
も
の
で
、
す

で
に
経
産
省
は
医
療
シ
ス
テ
ム

の
海
外
輸
出
を
強
力
に
後
押
し

し
て
い
る
。
こ
れ
も
新
鮮
味
は

な
い
し
、
そ
も
そ
も
他
国
の
医

療
制
度
中
に
新
シ
ス
テ
ム
を
闖

入
さ
せ
る
儲
け
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

如
何
な
も
の
か
。
我
が
国
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
、
国
民
人
口
比

で
医
師
数
下
位
・
看
護
師
数
中

位
と
後
塵
を
拝
し
、
医
療
費
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
も
下
位
の
劣
後
国

で
あ
る
。パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

言
う
の
で
あ
れ
ば
、ま
ず
は
劣
っ

た
医
療
諸
策
を
転
換
し
、
人

的
・
金
銭
的
資
源
を
日
本
国
内

の
医
療（
更
に
は
介
護
・
保
育
）

充
実
に
投
入
す
べ
き
で
あ
る
。

診
療
報
酬
改
定
論
議
に
割
り
込
ん
で
き
た

『
保
健
医
療
2
0
3
5
』と
は
？

　
2
0
1
7
年
4
月
の
「
新
専

門
医
制
度
」
に
よ
る
研
修
開
始

ま
で
約
1
年
。
こ
こ
へ
き
て
日

本
病
院
会
や
日
本
医
師
会
か
ら

実
施
延
期
が
叫
ば
れ
る
事
態
と

な
り
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
保

障
審
議
会
・
医
療
部
会
に
設
置

さ
れ
た
「
専
門
委
員
会
」
で
の

議
論
も
始
ま
っ
た
。

　
協
会
は
こ
れ
ま
で
主
に
「
新

専
門
医
制
度
」
に
つ
い
て
総
合

診
療
専
門
医
を
検
証
し
て
き
た

が
、
昨
年
末
か
ら
同
制
度
が
地

す
る
。
そ
れ
に
対
し
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
受
け
、
さ
ら
に
修

正
・
検
討
す
る
と
し
た
。

　
そ
の
上
で
協
会
の
要
請
に
あ

る
「
大
病
院
・
大
学
病
院
で
し

か
研
修
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
」「
中
小

病
院
か
ら
医
師
・

指
導
医
が
引
き
あ

げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
」「
新
た

な
規
制
や
義
務
化

が
課
せ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
等

の
指
摘
に
つ
い

て
、
ご
も
っ
と
も

な
点
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
実
は
機
構

の
説
明
不
足
が
原

因
で
誤
解
を
招
い

て
い
る
面
も
あ

る
。
確
か
に
領
域

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
も
の
も

あ
る
が
、
19
基
本

領
域
の
基
準
は
様

々
で
、
例
え
ば
必
要
な
指
導
医

数
も
違
い
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
整
備
基
準
ご
と
に
地
域
医
療

へ
の
配
慮
に
係
る
項
目
が
あ

る
。
そ
れ
を
機
構
が
説
明
す
べ

き
だ
と
し
た
。（
関
連
3
面
）

　
ま
た
同
日
、
垣
田
理
事
長
ら

は
国
会
議
員
会
館
を
訪
れ
、
懇

談
の
実
現
に
協
力
い
た
だ
い
た

福
山
哲
郎
参
院
議
員
（
民
主
・

秘
書
）、
医
系
議
員
で
あ
る
倉

林
明
子
・
小
池
晃
議
員
（
い
ず

れ
も
共
産
）
と
懇
談
し
、
地
元

で
の
不
安
の
声
を
届
け
た
。

域
医
療
へ
も
た
ら
す
影
響
へ
の

懸
念
が
広
が
っ
て
き
た
。「
第

5
回
開
業
医
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
既
報
・
2
月
7
日
開
催
）
で

も
、
特
に
初
期
臨
床
研
修
必
修

化
以
降
、
積
極
的
に
後
期
研
修

施
設
と
し
て
若
い
医
師
を
育

成
・
医
師
確
保
を
進
め
て
き
た

中
小
病
院
の
危
機
が
濃
厚
と

な
っ
た
（
4
面
に
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
）。

　
協
会
は
3
月
18
日
、
地
域
医

療
構
想
へ
の
懸
念
も
含
め
た

「『
新
専
門
医
制
度
』
な
ら
び
に

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
改
革
に
つ
い
て
」
の
塩
崎
恭

久
厚
労
大
臣
宛
要
望
書
を
取
り

ま
と
め
、
垣
田
さ
ち
子
理
事
長

と
吉
中
丈
志
理
事
が
上
京
し
、

厚
労
省
と
の
懇
談
を
実
施
し
た
。

　
厚
労
省
か
ら
は
医
政
局
医
事

課
医
師
臨
床
研
修
推
進
室
・
田

村
卓
也
室
長
、
同
・
小
野
田
充

彦
臨
床
研
修
係
長
、 

医
政
局
地

域
医
療
計
画
課
・
細
川
康
二
課

長
補
佐
が
対
応
し
た
。

　
懇
談
で
は
要
請
内
容
に
対
す

る
厚
労
省
の
コ
メ
ン
ト
を
受

け
、
意
見
交
換
し
た
。

　
厚
労
省
は
「
新
専
門
医
制

度
」
へ
の
懸
念
・
指
摘
の
拡
大

に
関
し
、
一
般
社
団
法
人
日
本

専
門
医
機
構
（
以
下
「
機
構
」）

は
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

柔
軟
に
対
応
す
る
ス
タ
ン
ス

だ
。
社
保
審
・
医
療
部
会
の
下

に
設
置
さ
れ
た
専
門
委
員
会

（「
専
門
医
養
成
の
在
り
方
に
関

す
る
専
門
委
員
会
」
第
1
回
会

合
・
3
月
25
日
）
で
も
、
機
構

は
地
域
偏
在
を
助
長
し
な
い
努

力
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

「
新
専
門
医
制
度
」で
意
見
交
換
行
う

　
東
山
医
師
会
選
出
の
代
議

員
お
よ
び
中
京
東
部
医
師
会

選
出
の
予
備
代
議
員
に
欠
員

が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と

も
な
い
京
都
府
保
険
医
協
会

選
挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
1
6
年

4
月
5
日
（
火
）

　
▽
締
切
日
時
＝
4
月
12
日

（
火
）
午
後
4
時

〈
東
山
〉

　
▽
定
員
＝
代
議
員
1
人

〈
中
京
東
部〉

　
▽
定
員
＝
予
備
代
議
員
1

人
　

▽
任
期
＝
2
0
1
7
年

4
月
30
日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
の
公
示

東 

山

中
京
東
部

要
望
書
を
手
渡
す
垣
田
理
事
長
と
吉
中
理
事

噴
出
す
る
不
安
や
疑
問
の
声

ストップ !
患者署名にご協力を!

が
、
昨
年
末
か
ら
同
制
度
が
地

!
患者署名にご協力を!患者署名にご協力を!

患者負担増
本紙に署名用紙を同封しています。ぜひとも窓口での
患者署名活動にご協力をお願いします。（関連3面）
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主な内容

診
療
報
酬
改
定
こ
う
み
る
② 

入
院 

（
2
面
）

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
西
京
、綾
部
・
福
知
山
） 

（
2
面
）

雇
用
問
題
で
ア
ン
ケ
ー
ト 

（
4
面
）

厚労省懇談



　
今
回
の
改
定
で
は
、
入
院
の

再
編
と
機
能
分
化
を
目
指
し
、

特
に
急
性
期
病
床
の
削
減
を
推

し
進
め
よ
う
と
す
る
内
容
で
あ

る
。
7
対
1
病
床
の
削
減
の
た

め
、「
重
症
度
、医
療
・
看
護
必

要
度
」に
新
設
の「
Ｃ
項
目
」を

追
加
し
た
上
で
、
基
準
を
満
た

す
患
者
割
合
を
15
％
か
ら
25
％

に
引
き
上
げ
た
。
在
宅
復
帰
率

も
計
算
対
象
に
含
ま
れ
る
退
院

先
に
在
宅
復
帰
機
能
強
化
加
算

の
届
出
を
し
た
有
床
診
療
所
を

追
加
し
た
が
、
そ
の
割
合
を
75

％
か
ら
80
％
に
引
き
上
げ
た
。

　
こ
の
結
果
、
7
対
1
を
算
定

す
る
中
小
病
院
で
は
そ
の
維
持

が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
7
対
1
と
10
対
1

を
病
棟
群
単
位
で
届
出
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も

10
対
1
へ
の
移
行
を
目
的
と
し

た
経
過
措
置
の
意
味
合
い
が
強

い
。
退
院
を
促
進
し
、
在
宅
へ

の
流
れ
を
進
め
る
た
め
に
、

「
退
院
支
援
加
算
1
、
3
」「
地

域
連
携
診
療
計
画
加
算
」「
退

院
訪
問
指
導
料
」
に
高
い
点
数

が
つ
け
ら
れ
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
点

数
は
据
え
置
か
れ
た
が
、
手
術

料
が
出
来
高
で
算
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
回
復
期
リ
ハ
病
棟
に
は
新
し

い
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
が
設
け
ら

れ
た
。
こ
の
こ
と
は
医
療
の
結

果
に
点
数
と
し
て
格
差
を
つ
け

る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
問
題

を
含
む
と
考
え
る
。
こ
の
ア
ウ

ト
カ
ム
評
価
が
広
が
る
可
能
性

も
あ
り
、注
視
が
必
要
で
あ
る
。

　
療
養
病
棟
で
は
、「
療
養
病
棟

入
院
基
本
料
2
」
に
も
医
療
の

必
要
度
が
高
い
医
療
区
分
2
、

3
の
患
者
割
合
が
50
％
以
上
で

あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
た
。

「
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
」

算
定
病
床
は
2
0
1
7
年
度
末

に
廃
止
す
る
方
針
で
あ
り
、
医

療
必
要
度
が
低
い
患
者
の
受
け

皿
が
な
い
ま
ま
に
進
め
ら
れ
る

と
、
こ
れ
ら
患
者
が
在
宅
へ
と

投
げ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

受
け
皿
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

以
上
、
療
養
病
床
の
存
続
は
必

要
と
考
え
る
。

　
有
床
診
療
所
で
は
「
在
宅
復

帰
機
能
強
化
加
算
」
が
新
設
さ

れ
、
7
対
1
病
床
や
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
等
か
ら
退
院
患
者
を

受
け
入
れ
た
場
合
、
病
院
側
は

在
宅
復
帰
率
に
カ
ウ
ン
ト
で

き
、
有
床
診
療
所
は
病
院
か
ら

の
患
者
受
け
入
れ
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
有
床
診
療
所
の

評
価
は
低
く
、
入
院
基
本
料
の

底
上
げ
な
ど
改
善
を
求
め
て
い

き
た
い
。

　
協
会
は
2
月
10
日
、
西
京
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
地

区
か
ら
8
人
、
協
会
か
ら
5
人

が
出
席
し
た
。

　
懇
談
会
は
西
京
医
師
会
の
内

田
亮
理
事
の
司
会
で
進
行
。
冒

頭
、
地
区
の
北
村
裕
展
会
長
が

あ
い
さ
つ
。「
洛
西
地
域
は
医

　
協
会
は
、
綾
部
医
師
会
と
福

知
山
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
2

月
13
日
に
開
催
し
た
。
参
加
者

は
、
両
地
区
か
ら
8
人
、
協
会

か
ら
5
人
で
あ
っ
た
。
懇
談
会

は
、
福
知
山
医
師
会
の
横
山
尚

樹
理
事
の
司
会
で
開
会
し
、
冒

頭
福
知
山
医
師
会
の
井
土
昇
会

長
は
「
難
局
を
乗
り
越
え
る
有

意
義
な
懇
談
会
に
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
垣
田
理
事
長
は

「
2
0
2
5
年
の
『
川
上
』『
川

下
』
一
体
改
革
に
向
け
て
国
は

着
々
と
動
い
て
い
る
。
2
年
後

療
的
に
は
恵
ま
れ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
も
進

ん
で
い
る
。
協
会
は
会

員
の
経
営
を
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

こ
と
を
訴
え
、
若
い
ド

ク
タ
ー
に
も
入
会
を
勧

め
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
協
会
の

垣
田
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
協
会
各
部

会
の
報
告
と
情
報
提
供
を
行

い
、
意
見
交
換
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、「
新
専
門
医

制
度
」
と
消
費
税
増
税
が
話
題

と
な
っ
た
。地
区
か
ら
、「
新
専

門
医
制
度
」
で
こ
れ
ま
で
の
学

会
認
定
の
専
門
医
は
ど
う
な
る

か
。
従
来
は
専
門
医
資
格
を
取

得
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ

た
が
、
機
構
認
定
医
が
公
的
な

資
格
な
ら
、
診
療
報
酬
上
の
評

価
は
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
新

た
な
仕
組
み
に
よ
り
、
新
臨
床

研
修
制
度
以
来
大
学
か
ら
離
れ

て
い
っ
た
医
師
が
戻
っ
て
く
る

な
ら
良
い
面
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
、と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
国
の
進

め
る
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
改
革
は
、
2
0
2
5
年

の
機
能
別
の
必
要
病
床
数
を
決

め
て
お
き
、
そ
こ
か
ら
は
み
出

た
病
床
を
削
減
す
る
。「
新
専

門
医
制
度
」
は
専
攻
医
・
指
導

医
を
中
小
病
院
か
ら
引
き
上

げ
、
大
学
へ
集
中
さ
せ
る
。
こ

う
し
て
病
床
機
能
分
化
・
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
が
進
み
、
廃
業
に

追
い
込
ま
れ
る
病
院
も
発
生
し

か
ね
な
い
。
地
域
の
病
院
は
地

域
の
人
々
に
と
っ
て
必
要
な
も

の
で
、
い
っ
た
ん
失
わ
れ
る
と

元
に
戻
せ
な
い
。
病
院
団
体
か

ら
も
ぜ
ひ
声
を
あ
げ
て
ほ
し

い
、
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
地
区
か
ら
は
10
月
開

催
予
定
の
保
団
連
医
療
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
「
開
業
医
医
療
の
復
権
」
に

つ
い
て
、
医
師
に
は
わ
か
る
の

だ
が
、
市
民
に
は
権
益
を
主
張

し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
な
い

か
、
と
の
懸
念
も
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
協
会
は
、
こ
れ

ま
で
も
同
様
の
意
見
は
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
こ
れ
し
か
な
い

と
決
め
た
。
日
本
の
他
国
に
例

を
み
な
い
開
業
医
の
大
切
さ
を

訴
え
た
い
と
理
解
を
求
め
た
。

こ
れ
を
受
け
、
地
区
か
ら
は
日

本
の
開
業
医
の
す
ば
ら
し
さ
は

他
国
と
比
較
す
る
と
よ
く
わ
か

る
。
一
般
の
方
に
も
わ
か
っ
て

も
ら
う
た
め
の
マ
ス
コ
ミ
へ
の

対
策
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
消
費
税
増
税
を
め
ぐ
っ
て

は
、
地
区
か
ら
現
状
で
は
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
で
倒
産
し

か
ね
な
い
病
院
も
あ
る
の
で
は

と
の
危
惧
が
示
さ
れ
た
。
一
方

で
、
北
欧
に
は
税
率
20
％
だ
が

医
療
は
無
料
と
い
う
国
も
あ

り
、
元
々
の
仕
組
み
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
解
決
し
な
い
問
題

な
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。

に
は
医
療
と
介
護
の
同
時
改
定

が
控
え
て
い
る
。
厳
し
い
状
況

だ
が
、
日
本
の
医
療
制
度
を
ど

う
す
る
か
、
発
言
し
て
い
き
た

い
。『
新
専
門
医
制
度
』
と
京

都
府
の
地
域
医
療
構
想
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
協
会
か
ら
は
各
部
会
の
情
報

提
供
に
続
い
て
「
新
専
門
医
制

度
」「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ

い
て
情
報
提
供
し
、
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
創
設
と
「
新
専

門
医
制
度
」
の
問
題
点
を
中
心

に
、
個
別
指
導
や
新
規
開
業
等

に
つ
い
て
も
幅
広
く
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

地
区
か
ら
は
、
2
0
1
7

年
4
月
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
岡
山
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
構
想
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の

具
体
化
へ
向
か
う
地
域
も
あ
る

が
、
京
都
の
場
合
は
ど
う
な
の

か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
協
会
は
、
大
学
を
中
心

と
し
た
「
新
専
門
医
制
度
」
に

よ
り
連
携
病
院
作
り
が
課
題
に

な
る
。
そ
こ
に
開
業
医
が
ど
の

よ
う
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
の
か
、
注
目
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
医
師
派
遣
や
確
保
の

問
題
、
ま
た
医
師
の
立
場
か
ら

は
、
様
々
な
病
院
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
た
め
、
そ
の
身
分

や
給
与
体
系
も
懸
念
さ
れ
る
。

医
師
確
保
は
中
小
の
病
院
経
営

に
直
結
す
る
。
開
業
医
は
後
送

病
院
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
診

療
で
き
る
。
そ
れ
が
な
く
な
れ

ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
が
、
マ

ス
コ
ミ
は
一
切
取
り
上
げ
て
く

れ
な
い
。
着
実
に
病
床
数
は

減
っ
て
い
る
。
地
域
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
、
机
上
の
理

論
だ
と
の
憤
り
を
覚
え

る
と
回
答
し
た
。

　
さ
ら
に
地
区
か
ら
、

「
新
専
門
医
制
度
」に
よ

る
研
修
は
17
年
4
月
か

ら
始
ま
り
、
20
年
ま
で

に
現
在
の
学
会
認
定
専

門
医
も
機
構
基
準
専
門

医
へ
段
階
的
に
移
行
す

る
が
、
総
合
診
療
専
門

医
と
一
般
の
開
業
医
の

棲
み
分
け
は
あ
る
の
か
。
ま
ず

総
合
診
療
専
門
医
を
受
診
し
、

直
接
専
門
医
の
受
診
が
で
き
な

い
と
な
る
と
患
者
は
二
度
手
間

に
な
る
と
の
意
見
か
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
日

本
の
開
業
医
は
、
開
業
し
た
地

域
で
住
民
と
生
活
基
盤
を
共
に

し
、
医
療
を
提
供
す
る
。
こ
れ

を
基
本
に
皆
保
険
制
度
が
成
り

立
っ
て
き
た
。
病
院
の
総
合
内

科
医
と
総
合
診
療
専
門
医
は
、

異
質
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
的
な
こ
と
し
か

で
き
な
い
よ
う
に
枠
を
は
め
ら

れ
た
ら
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
や

知
識
を
活
か
し
た
治
療
が
で
き

ず
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が

る
だ
ろ
う
。
在
宅
に
も
力
を
入

れ
て
経
験
を
積
む
こ
と
で
地
域

の
医
師
は
育
つ
。学
校
医
、乳
幼

児
健
診
、発
達
障
害
な
ど
、総
合

診
療
専
門
医
も
同
じ
よ
う
に
で

き
る
の
か
、
3
年
で
本
当
に
で

き
る
の
か
疑
問
だ
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
綾
部
医
師
会
の
米
谷

博
夫
会
長
か
ら
「
本
日
の
ご
意

見
を
活
用
し
て
、
今
後
の
地
区

医
師
会
活
動
に
役
立
て
て
い
き

た
い
」
と
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
会
場
を
移
し
て
懇
親
を

深
め
た
。

医
療
結
果
で
格
差
生
み
出
す

新
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
に
危
機
感

入
　
院 

副
理
事
長
　
渡
邉 

賢
治

診療報酬診療報酬診療報酬
2016

改定こうみる 2

日
本
の
開
業
医
の
素
晴
ら
し
さ
広
く
訴
え
を

西
京
医
師
会
と
懇
談
会

2
月
10
日
　
洛
西
エ
ミ
ナ
ー
ス

中
小
病
院
厳
し
く
な
れ
ば
地
域
医
療
も
崩
壊
と
懸
念
の
声

綾
部
・
福
知
山
医
師
会
と
懇
談
会

2
月
13
日
　
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま
会
議
室

出
席
者
13
人
で
開
催
さ

れ
た
西
京
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
13
人
で
開
催
さ

れ
た
綾
部
・
福
知
山
医

師
会
と
の
懇
談
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日　時  4 月28日（木） 
 午後２時～４時30分
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※ 説明会に参加の会員には事前に送付する引換券
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お申込みは
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協
会
は
「
新
専
門
医
制
度
」

を
巡
る
会
員
の
不
安
や
疑
念
の

声
を
、
要
望
書
「『
新
専
門
医

制
度
』
な
ら
び
に
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
改
革
に
つ

い
て
」
と
し
て
ま
と
め
、
厚
労

省
と
懇
談
を
実
施
（
1
面
）。

要
望
項
目
に
し
た
が
っ
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
実
質
的
に
大
学
病

院
・
大
病
院
が
基
幹
研
修
施
設

と
な
る
こ
と
で
医
師
の
一
極
集

中
が
起
こ
る
の
で
は
と
い
う
懸

念
に
つ
い
て
は
、
機
構
は
大
学

病
院
の
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
認

め
な
い
な
ど
、
地
域
医
療
に
配

慮
し
て
い
る
。今
、機
構
は
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
審
査
し
、
例
え
ば
従

来
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
き
た

施
設
が
漏
れ
て
い
る
場
合
、
実

績
が
あ
る
施
設
が
連
携
施
設
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
基
幹
病
院
と
連
絡
・
調

整
し
て
い
る
。
施
設
だ
け
で
な

く
、
二
次
医
療
圏
単
位
の
漏
れ

に
も
留
意
し
て
い
る
。
国
と
し

て
も
去
る
1
月
15
日
に
都
道
府

県
に
通
知
（
専
門
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
認
定
に
向
け
た
各
都
道

府
県
の
役
割
に
つ
い
て
）
を
発

出
。「
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協

議
の
場
の
設
置
」
等
を
お
願
い

し
た
。
基
幹
施
設
と
連
携
施
設

で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り

方
は「
協
議
の
場
」で
議
論
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

　
ま
た（
専
門
医
取
得
の
）義
務

化
や
、機
構
に
よ
る「
ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
」

と
の
表
現
は
、
機
構
は
そ
う
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、「
専
門
医
制
度
」
は
法

令
に
基
づ
く
も
の
で
な
く
、
取

得
し
な
け
れ
ば
仕
事
が
で
き
な

い
わ
け
で
は
な
い
。「
専
門
医
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告

書
」（
13
年
4
月
22
日
）に
は

「
医
師
は
基
本
領
域
の
い
ず
れ

か
の
専
門
医
を
取
得
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
こ
と
が
適
当
」

と
あ
る
が
、新
卒
医
師
が
念
頭
で
、

今
35
％
い
る
専
門
医
資
格
の
な

い
医
師
が
全
員
専
門
医
に
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
更
新
に
つ
い
て
外
科
系
専
門

医
が
高
齢
に
な
る
と
症
例
数
を

満
た
せ
な
く
な
り
、
事
実
上
定

年
に
な
る
と
の
懸
念
に
つ
い
て

は
、今
後
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

の
議
論
と
も
関
連
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
専
門
医
資
格
と
診
療
報
酬
・

広
告
制
度
の
リ
ン
ク
に
つ
い

て
、
診
療
報
酬
の
議
論
は
現
状

で
は
出
て
お
ら
ず
、
広
告
制
度

の
議
論
も
始
ま
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
ら
に
よ
る
事
実
上
の
義
務

化
を
懸
念
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
現
時
点
で
は
既
定
路
線
で

は
な
い
。
広
告
制
度
に
つ
い
て

は
在
り
方
報
告
書
に
明
記
さ
れ

て
お
り
、
今
後
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
一
方
、
診
療
報
酬
に
つ
い
て

は
、
個
人
的
見
解
だ
が
、「
専

門
医
制
度
」
が
現
時
点
で
は
法

令
等
に
基
づ
い
た
国
の
制
度
で

な
く
、
結
び
つ
け
て
議
論
す
る

の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　
総
合
診
療
専
門
医
創
設
に
関

連
し
、
開
業
医
の
役
割
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
厚
労

省
は
、
開
業
医
は
地
域
に
根
差

し
、非
常
に
重
要
だ
。総
合
診
療

専
門
医
と
開
業
医
と
の
違
い
に

つ
い
て
、
開
業
医
は
い
ず
れ
の

標
榜
科
に
せ
よ
、
地
域
の
方
々

に
密
着
し
た
役
割
を
持
つ
。
総

合
診
療
専
門
医
は
一
つ
の
領
域

に
止
ま
ら
ず
、
幅
広
い
疾
患
を

診
る
こ
と
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
身

に
つ
け
て
他
の
診
療
科
と
も
連

携
・
協
力
し
て
い
く
役
割
を
負

う
、
と
し
た
。

　
一
方
、
都
道
府
県
の
策
定
す

る
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

は
、「
偏
在
」
が
あ
る
現
状
に

基
づ
い
た
レ
セ
プ
ト
を
根
拠
に

推
計
す
れ
ば
、「
偏
在
」
が
固

定
化
す
る
と
の
指
摘
の
趣
旨
は

よ
く
理
解
す
る
。
2
0
2
5
年

の
推
計
値
を
現
状
と
見
比
べ
て

調
整
会
議
で
議
論
す
る
こ
と
こ

そ
重
要
で
あ
る
。
推
計
値
は
病

床
削
減
目
標
で
は
な
い
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　
協
会
は
、
今
の
後
期
研
修
の

下
で
は
、
医
師
は
3
年
と
い
っ

た
単
位
で
研
修
し
て
お
り
、

「
新
専
門
医
制
度
」
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
短
期
ロ
ー
テ
ー
ト

と
は
違
う
。
連
携
施
設
に
な
る

と
医
師
の
在
籍
期
間
が
短
縮
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
患
者
さ
ん
の

認
知
度
や
チ
ー
ム
医
療
の
意
味

で
も
、
違
う
。
そ
こ
に
リ
ア
リ

テ
ィ
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
求
め

る
な
ど
、
厚
労
省
が
地
域
に
広

が
る
不
安
と
の
認
識
の
距
離
を

埋
め
る
よ
う
に
求
め
た
。

　
懇
談
後
の
3
月
25
日
、
社
会

保
障
審
議
会
・
医
療
部
会
の
専

門
委
員
会
の
第
1
回
会
合
が
開

催
さ
れ
た
。
報
道
に
よ
る
と
、

厚
労
省
が
専
門
医
の
養
成
開
始

に
向
け
、
都
道
府
県
に
よ
る
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
支
援
な

ど
に
関
与
し
て
い
く
考
え
を
示

す
一
方
、
全
日
本
病
院
協
会
会

長
か
ら
「
医
療
部
会
で
の
議
論

も
踏
ま
え
、
制
度
を
白
紙
に
戻

し
て
基
本
的
な
こ
と
か
ら
議
論

す
る
と
思
っ
て
い
た
」「
も
う

一
度
根
本
に
戻
っ
て
基
本
的
な

議
論
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
の
指
摘
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
協
会
は
、
引
き
続
き
「
新
専

門
医
制
度
」
の
地
域
医
療
へ
の

影
響
を
危
惧
す
る
現
場
の
声
を

国
へ
届
け
る
と
と
も
に
、
医
師

の
在
り
方
の
根
本
転
換
に
つ
な

が
る
動
き
に
対
し
、
必
要
な
批

判
提
言
を
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
4
月
か
ら
患
者
申
出
療

養
の
創
設
と
と
も
に
、
患
者
負

担
増
と
な
る
紹
介
状
な
し
大
病

院
受
診
時
の
定
額
負
担
、
入
院

時
の
食
事
負
担
引
き
上
げ
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
こ
れ

に
加
え
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担

の
引
き
上
げ
な
ど
、
さ
ら
な
る

患
者
負
担
増
を
計
画
し
て
お

り
、
今
夏
の
参
院
選
挙
後
に
具

体
化
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
対
し

て
、京
都
府
保
険
医
協
会
は「
さ

ら
な
る
患
者
負
担
増
計
画
の
中

止
を
求
め
る
請
願
」
署
名
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
本
紙
に
署

名
用
紙
10
枚
と
返
信
封
筒
を
同

封
し
て
い
る
の
で
、
各
医
療
機

関
に
お
い
て
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
経
済
的
理
由
に
よ
る
受
診
困

難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
協

会
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、
3

割
の
医
療
機
関
で
、
こ
の
半
年

で
治
療
中
断
を
経
験
し
て
い
る

と
の
結
果
で
す
。
治
療
中
断
と

な
っ
た
事
例
の
多
く
は
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
中
に
は
悪
性
腫
瘍
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
退
院
後
1
カ
月
以
内

の
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
算

定
制
限
が
入
院
し
て
い
た
医
療

機
関
に
限
ら
れ
る
扱
い
が
明
記

さ
れ
、ま
た
、複
数
の
医
療
機
関

で
異
な
っ
た
疾
患
に
対
し
て
在

宅
自
己
注
射
指
導
管
理
を
行
っ

て
い
る
場
合
に
い
ず
れ
の
医
療

機
関
で
も
、
在
宅
自
己
注
射
指

導
管
理
料
を
算
定
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、会
員
の
先
生
方
の
要
求
、現

場
で
の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
と
会
員
署
名
と
い
う
形
で
厚

労
省
に
提
出
し
、
直
接
懇
談
し

て
説
明
し
、
改
善
要
請
を
す
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
の
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

会
員
の
先
生
方
や
患
者
さ
ん
の

声
を
署
名
と
い
う
形
に
変
え
、

直
接
顔
を
あ
わ
せ
て
、
面
と
向

か
っ
て
、
生
の
声
で
要
請
を
伝

え
る
。
こ
の
こ
と
は
と
て
も
大

事
な
取
り
組
み
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
今
回
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る

「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」

の
署
名
も
数
多
く
集
め
、
国
会

に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
目

標
は
1
万
筆
と
し
て
い
ま
す
。

決
し
て
難
し
い
目
標
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
京
都
協
会
会
員

数
は
約
2
4
0
0
人
。
会
員
各

位
お
一
人
に
5
筆
ず
つ
署
名
を

集
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
達
成
し

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
の
方

に
も
署
名
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
と

も
「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

増
」
の
署
名
活
動
に
多
く
の
会

員
先
生
方
が
参
加
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
新
専
門
医
制
度
」め
ぐ
る
厚
労
省
と
の
懇
談 

　 

1
面
つ
づ
き

バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う
と
で
2
2
0
0
人
結
集

る
恐
れ
が
あ
る
。
患
者
さ
ん
の
す
一
方
、
全
日
本
病
院
協
会
会

高
浜
停
止
を
追
い
風
に

　 

今
こ
そ
原
発
な
い
国
へ

現在ご加入の年金を一部あるいは全部解約し、新たに加入申込みされる
場合は 6 月10日（金）までに解約書類を協会事務局までご提出下さい。
保険医年金に関するお問い合わせは、京都府保険医協会・経営部会まで。

ご注意
下さい !

ただいま
加入受付中！ 保険医年金 老後保障に

この制度
加入申込受付期間 予定利率（最低保証利率）

6月20日（月） まで
※2016年９月１日付加入

（ ）1.259％
※昨年度実績：1.603％
　（予定利率1.259％＋配当0.344％）

保険医年金は、三井生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・日本生命・
太陽生命・第一生命が引受保険会社となっています。

＊ コツコツ貯める月払、まとまっ
た余裕資金を一時払で着実に
積立て。
＊ 必要な時に、いつでも口数単
位で解約可能。
＊ 掛金払込みの中断・再開ができ
ます。
＊ 年金受取開始は、加入５年後
から80歳（満期）の間で自由。
　 受給方法は、定額型確定年金
（10・15年）と逓増型確定年金
（15・20年）の４種類の中から、
受給開始時に選択。

＊ 万一の場合は、ご遺族が遺族
一時金または年金として全額
受給。

月　払　１口１万円 30口限度（月30万円）
一時払　１口50万円 毎回40口（2,000万円）

加入
資格

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

加入
口数
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今
年
で
5
回
目
の
開
催
と
な

る
「
バ
イ
バ
イ
原
発
3
・
12

き
ょ
う
と
」
を
3
月
12
日
に
円

山
野
外
音
楽
堂
で
開
催
。
参
加

者
は
2
2
0
0
人
と
な
っ
た
。

主
催
は
バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う

と
実
行
委
員
会
。

　
当
日
は
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
大
津
地
裁
の
高
浜
原
発
運
転

差
し
止
め
仮
処
分
決
定
に
つ
い

て
、「
再
稼
働
し
た
原
発
が
止

ま
り
ま
し
た
」
と
言
及
。
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
集
会
で
は
、
南
相
馬
市
か
ら

避
難
し
て
い
る

福
島
敦
子
氏
が

訴
え
た
。

　
続
い
て
元
宇
宙
飛
行
士
で
、

福
島
で
農
家
を
営
ん
で
い
た
秋

山
豊
寛
氏
が
原
発
事
故
と
い
う

「
人
災
」
に
対
し
、
み
ん
な
で

力
を
あ
わ
せ
て
闘
お
う
。
我
々

が
先
頭
に
立
ち
、
若
い
人
た
ち

に
闘
い
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ

と
示
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
脱
原

発
・
再
稼
働
反
対
を
訴
え
、
関

西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
教

授
の
朴
勝
俊
氏
が
電
力
自
由
化

で
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
し

よ
う
と
訴
え
た
。

　
そ
の
後
、Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ 

Ｆ
Ｌ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｒ 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
リ
ク
オ

＆
中
川
敬
が
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
い
、
集
会
決
議
を

採
択
。
参
加
者
全
員
で
「
福
島

を
忘
れ
る
な
」「
京
都
を
守
ろ

う
」
と
声
を
あ
げ
京
都
市
役
所

前
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

ス
ピ
ー
チ
。
福
島
氏
は
事
故
発

生
を
ニ
ュ
ー
ス
等
で
見
て
死
を

覚
悟
し
た
と
、
当
時
の
心
境
を

吐
露
。「
原
発
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
危
険
性
が
常
に
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
福

島
の
現
状
に
つ

い
て
も
言
及

し
、
現
地
で
放

射
能
汚
染
の
話

は
タ
ブ
ー
視
さ

れ
て
い
る
と
報

告
。「
世
界
最

大
の
公
害
に
立

ち
向
か
い
、
原

発
が
稼
働
し
な

い
未
来
を
」
と

秋山氏

円
山
野
外
音
楽
堂
を
埋
め
尽
く
し
た
参
加
者

「
原
発
な
く
て

も
い
い
じ
ゃ
な

い
か
」歌
い
な

が
ら

署
名
活
動
に
取
り
組
み
を

ス
ト
ッ
プ
！ 

患
者
負
担
増
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6～10人 38.1％3～5人
23.8％

1～2人 7.1％

無回答
2.4％

病院 7.1％

無回答
2.4％

どちらともいえない 28.6％

9

17

3

8

12

13

9

15

負担に感じていない（適度） 33.3％
負担に感じている

35.7％

11～15人 7.1％
6～10人
23.8％3～5人 42.9％1～2人

16.7％

合計数

常勤

非常勤

１日
平均数

無回答
4.8％

病院
7.1％

11～15人 7.1％
6～10人 9.5％

3～5人
19.0％1～2人 31.0％0人

21.4％

無回答
4.8％

病院 7.1％
11～15人 11.9％

6～10人
21.4％

3～5人
21.4％

1～2人
19.0％

0人
14.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

診療報酬が低く、
十分な雇用が賄えない
医業収入が減り、従業員
整理もやむを得ない
求人を出しているが、

なかなか人材が見つからない

時間給が高くなっていて負担

人間関係がうまくいかない

施設基準取得のため、
人員確保が必要

シフト組みや有給休暇を消化し
てもらうため、人員確保が必要

無回答（問題点なし含む） （人）

0 5 10 15 20

無回答
4.8％

病院
7.1％16人以上 9.5％

11～15人 9.5％

6～10人 38.1％3～5人
23.8％

1～2人 7.1％

無回答
2.4％

病院 7.1％

無回答
2.4％

どちらともいえない 28.6％

9

17

3

8

12

13

9

15

負担に感じていない（適度） 33.3％
負担に感じている

35.7％

11～15人 7.1％
6～10人
23.8％3～5人 42.9％1～2人

16.7％

合計数

常勤

非常勤

１日
平均数

無回答
4.8％

病院
7.1％

11～15人 7.1％
6～10人 9.5％

3～5人
19.0％1～2人 31.0％0人

21.4％

無回答
4.8％

病院 7.1％
11～15人 11.9％

6～10人
21.4％

3～5人
21.4％

1～2人
19.0％

0人
14.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

診療報酬が低く、
十分な雇用が賄えない
医業収入が減り、従業員
整理もやむを得ない
求人を出しているが、

なかなか人材が見つからない

時間給が高くなっていて負担

人間関係がうまくいかない

施設基準取得のため、
人員確保が必要

シフト組みや有給休暇を消化し
てもらうため、人員確保が必要

無回答（問題点なし含む） （人）

中小病院に意見聴取厚労省懇談
に あ た り

❶問題と感じるところと負の影響 ❷その解決法又は国への要望
医療崩壊につながる 専門医制度は必要ない
専門に偏りすぎると、一般的によい意味での広く
みることができる医師がいなくなる 両者がうまく共存できる場をつくるべし

地域の医師不足（医師の偏在）、大学の医局支配 基幹施設の責任で医師不足地域へ指導医をつけた
医師配置

医師確保が難しくなる。このままの制度ではまた
医療崩壊が起こる

新内科の専門医制度を立ち上げてそれに問題があ
れば改善していき、他科の専門医に広げていくの
はどうか？

大学は研究の場であり、臨床的専門医制度とは必
ずしもあわない。当院としてはプラスになる

ピラミッド型は必ずしも若年医師教育にプラスに
ならず、また中小病院との交流が自由にできるよ
うにしてほしい

医師の安定確保が保たれるのか。中小病院にとっ
て医師の不足、派遣医師の引き上げは経営面にお
いて大きな影響となる

医師の人事権がどうなるのか、公平な配置が行わ
れるような制度をお願いしたい

現在の研修医制度と同様、仕事をしない、できな
い医師を増やす。そのため労働力としての医師数
が減少、高度医療に対する負担がくる

研修医制度を含め根本的に考え直す必要あり。役
に立たない専門医を増やしても意味がないと思う
（専門医になることしか考えない医師が多くなる）

❶新専門医制度は大学病院（あるいは一部の大病院）以外で後期研修をするならば専門医資格を与えな
いと脅す方法であり、若手医師の力で成り立ってきた市中の中小病院を潰すための方策としか思えな
い▼内科専門医にしても、内科全般の診療にあたる医師の育成を目標として作る制度ならば内科全般
の診療にあたる医師の育成に、全くといってよいほど今迄貢献して来なかった大学に後期研修医を集
めることがおかしい▼大学がそのような役割を本当に担いたいのであれば、市中病院よりも様々な疾
患を管理することができるような医師育成ができるとの実績を先に示すべきである▼また、どのよう
な後期研修が最も勉強になるかは研修を受ける当人がもっともよく分かっており、自由に後期研修先
が選べるようになった近年、大学病院から若手医師が遠ざかった理由を考えるべきである（マッチング
結果が市中病院のほうが高いことがすべてを物語っている）▼大学でしか学べぬ先進的医療や研究を若
いうちから学ぶべき人は大学病院を選ぶだろうが、総合診療・地域医療に興味があれば大学から遠ざ
かるのは理解に容易い▼それは、地城医療をローテーションで数カ月研修したところで、患者さんの
家庭にまで入り込んだ介入はできず、形式上研修したに過ぎないことを知っているからである▼また、
様々な科を短期間でローテーションして、ポリクリのように様々な疾患を形式上だけ診させてもらっ
ても専門医制度の基準はクリアする（それはたとえ治療方針がすでに決まっている患者の定期入院を担
当しただけであってもである）。しかし、一例ずつ症例を大事にし、真摯に向き合い、入院から退院ま
で責任をもって診療すれば、診ることのできる疾患数は少なくなり、専門医制度の基準はクリアでき
ないかも知れない。しかし患者さんの全身を診ることができる医師はどちらと考えられるかは想像に
容易い▼人間中心の医療・ケア、包括的統合アプローチ、地域志向アプローチは大学中心のローテー
ションでは築くことは困難なのである▼このように全人的医療を行おうとする総合診療や地域医療の
立場から考えれば、大学病院に後期研修医をかき集めることに利点は見いだせない▼内科専門医の経
験すべき疾患リストをみても大学病院を中心とした疾患想定がされており、日本全体の疫学が反映さ
れていない▼ばらばらの臓器別専門医が意見を述べたものを寄せ集めた基準ということが容易に推定
できる薄い内容であることは様々な疾患を診療している“本当の内科医”であればすぐにわかるだろう
▼このような大学の利権だけを考えて作られた制度で、研修医のそして地域住人にとって望ましくな
い制度は容認できません。
❷大病院で研修することが優れる、という間違った認識をまずは取り払い、過去に質の高い臨床研修
を行った病院を病院の規模とは関係なく単独の研修施設として認定すべきである▼小さな病院でしか
できない研修スタイルもあり、それは大病院の研修スタイルとは大きく異なっても、劣ることはない
可能性がある▼大規模施設ではなく、発言力の弱い小さな施設からの意見も事前にヒアリング・調査
するという当たり前のことをしてから制度を作り直してほしい。

新専門医制度に「問題あり」とした病院の意見

　
今
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
経
営
が
厳
し
い
中
で
の
人
材
確
保

に
伴
う
人
件
費
の
負
担
感
や
、
そ
れ
に
必
要
な
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
要
求
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
回
答
率
が
46

％
に
達
し
、
保
険
医
の
医
療
技
術
へ
の
適
切
な
評
価
を
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
に
求
め
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
常
勤
」 少
な
く

「
非
常
勤
」 多
め

　
開
設
者
・
専
従
者
を
除
く
従

業
員
数
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

常
勤
で
は
「
1
〜
2
人
」
が
一

番
多
く
31
％
、
次
い
で
常
勤
が

い
な
い「
0
人
」が
21
％
、「
3

〜
5
人
」
が
19
％
、「
6
〜
10

人
」が
10
％
、「
11
〜
15
人
」
が

7
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
非
常

勤
は
「
3
〜
5
人
」「
6
〜
10

人
」
が
そ
れ
ぞ
れ
21
％
と
一
番

多
く
、次
い
で「
1
〜
2
人
」が

19
％
、
非
常
勤
が
い
な
い
「
0

人
」
が
14
％
、「
11
〜
15
人
」

診
療
報
酬
で
人
件
費
は
賄
え
な
い

医
療
技
術
へ
の
適
切
な
評
価
を
！

が
12
％
で
あ
っ
た
。
雇
用
し
て

い
る
常
勤
・
非
常
勤
の
合
計
数

で
は
、「
6
〜
10
人
」
が
一
番

多
く
38
％
、
次
い
で
「
3
〜
5

人
」
が
24
％
、「
11
〜
15
人
」

「
16
人
以
上
」
が
そ
れ
ぞ
れ
10

％
、「
1
〜
2
人
」
が
7
％
で

あ
っ
た
。
1
日
平
均
従
業
員
数

は
「
3
〜
5
人
」
が
43
％
と
4

割
以
上
を
占
め
、
次
い
で
「
6

〜
10
人
」
が
24
％
、「
1
〜
2

人
」
が
17
％
で
あ
っ
た
。（
図

1
）

7
割
以
上
が

現
従
業
員
数
に
満
足

　
現
在
の
従
業
員
数
が
適
当
な

人
数
か
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
ち
ょ
う
ど
良
い
」
が
74
％
で

7
割
以
上
が
満
足
し
て
い
る
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
不
足
し
て
い
る
」
は
17
％
、

「
多
す
ぎ
る
」は
7
％
あ
っ
た
。

賃
金
は
十
分
に

支
払
い

　
労
働
に
見
合
っ
た
賃
金
を
支

払
え
て
い
る
か
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
常
勤
で
は
「
支
払
え
て
い

る
」
が
67
％
、「
支
払
え
て
い

な
い
」
が
7
％
で
あ
っ
た
。
一

方
、
非
常
勤
で
は
「
支
払
え
て

い
る
」
が
83
％
と
8
割
以
上
、

ら
な
い
」
が
13
人
、「
時
間
給

が
高
く
な
っ
て
い
て
負
担
」
が

12
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
問
題

点
な
し
を
含
む
「
無
回
答
」
は

9
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

「
医
業
収
入
が
減
り
、
従
業
員

整
理
も
や
む
を
得
な
い
」
は
9

人
、「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
は
8
人
、「
施
設
基

準
取
得
の
た
め
、
人
員
確
保
が

必
要
」
は
3
人
で
あ
っ
た
。

（
図
3
）

診
療
報
酬
引
き
上
げ

求
め
る
声
続
々

　
自
由
意
見
欄
で
は
、「
診
療

報
酬
の
み
で
は
従
業
員
の
人
件

費
を
賄
い
き
れ
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
」「
診
療
報
酬
が
下

が
っ
て
も
、
従
業
員
の
給
与
を

下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
企
業
努
力

で
カ
バ
ー
せ
よ
と
行
政
は
言
う

つ
も
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
限

度
が
あ
る
」「
院
内
処
方
か
ら

院
外
処
方
に
変
更
し
た
分
、
仕

事
量
は
減
り
、
収
入
も
予
想
以

上
に
減
少
し
た
。
本
体
部
分
の

技
術
料
の
加
点
が
ほ
し
い
」

「
介
護
保
険
の
よ
う
に
人
材
充

当
名
目
の
報
酬
の
ア
ッ
プ
を
希

望
す
る
」「
再
診
料
の
引
き
上

げ
。
技
術
料
、
特
に
調
剤
料
、

処
置
料
が
低
す
ぎ
る
」
な
ど
、

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
意
見
の
他
、「
特
に
看
護
師

は
求
人
を
出
し
て
も
人
材
が
見

つ
か
ら
ず
、
採
用
に
あ
た
っ
て

大
き
な
費
用
が
か
か
る
」
と

い
っ
た
雇
用
・
人
件
費
の
問
題

点
に
関
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

　
協
会
で
は
、
今
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
も
含
め
、
今
後
も
保
険

医
の
医
療
技
術
に
対
し
適
切
な

評
価
が
さ
れ
る
よ
う
、
診
療
報

酬
の
改
善
要
求
を
実
現
さ
せ
て

い
き
た
い
。

0 5 10 15 20

無回答
4.8％

病院
7.1％16人以上 9.5％

11～15人 9.5％

6～10人 38.1％3～5人
23.8％

1～2人 7.1％

無回答
2.4％

病院 7.1％

無回答
2.4％

どちらともいえない 28.6％

9

17

3

8

12

13

9

15

負担に感じていない（適度） 33.3％
負担に感じている

35.7％

11～15人 7.1％
6～10人
23.8％3～5人 42.9％1～2人

16.7％

合計数

常勤

非常勤

１日
平均数

無回答
4.8％

病院
7.1％

11～15人 7.1％
6～10人 9.5％

3～5人
19.0％1～2人 31.0％0人

21.4％

無回答
4.8％

病院 7.1％
11～15人 11.9％

6～10人
21.4％

3～5人
21.4％

1～2人
19.0％

0人
14.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

診療報酬が低く、
十分な雇用が賄えない
医業収入が減り、従業員
整理もやむを得ない
求人を出しているが、

なかなか人材が見つからない

時間給が高くなっていて負担

人間関係がうまくいかない

施設基準取得のため、
人員確保が必要

シフト組みや有給休暇を消化し
てもらうため、人員確保が必要

無回答（問題点なし含む） （人）

「
支
払
え
て
い
な
い
」
が
2
％

で
あ
っ
た
。

人
件
費
の
負
担
感
大

約
4
割

　
人
件
費
の
負
担
感
に
つ
い
て

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
負
担
に

感
じ
て
い
る
」
が
36
％
と
4
割

近
く
あ
り
、「
負
担
に
感
じ
て

い
な
い
（
適
度
）」
が
33
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が

29
％
で
あ
っ
た
。（
図
2
）

雇
用
の
問
題
点

浮
き
彫
り
に

　
雇
用
に
関
す
る
問
題
点
を
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
シ
フ
ト
組

み
や
有
給
休
暇
を
消
化
し
て
も

ら
う
た
め
、
人
員
確
保
が
必

要
」
が
17
人
と
一
番
多
く
、
次

い
で
「
診
療
報
酬
が
低
く
、
十

分
な
雇
用
が
賄
え
な
い
」
が
15

人
、「
求
人
を
出
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
人
材
が
見
つ
か

73
％
が 「
新
専
門
医

制
度
」 に
問
題
あ
り

　
協
会
は
厚
労
省
と
の
懇
談
を
行

う
に
あ
た
り
、「
新
専
門
医
制
度
」

と
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
中
小

病
院
を
対
象
に
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
期
間
内
に
11
病
院
か
ら

回
答
を
得
た
。

　「
新
専
門
医
制
度
」
の
評
価
に

つ
い
て
、「
問
題
あ
り
」
と
答
え

た
の
は
8
病
院
（
73
％
）、「
問
題

な
し
」
は
2
病
院
、「
わ
か
ら
な

い
」
が
1
病
院
で
あ
っ
た
。

　
問
題
と
感
じ
る
と
こ
ろ
や
負
の

影
響
に
つ
い
て
は
、「
医
療
崩
壊
に

つ
な
が
る
」「
中
小
病
院
の
医
師

確
保
が
難
し
く
な
る
」「
大
学
の

利
権
だ
け
を
考
え
た
制
度
」な
ど
。

そ
の
解
決
法
や
国
へ
の
要
望
に
つ

い
て
は
「
専
門
医
制
度
は
必
要
な

い
」「
研
修
医
制
度
を
含
め
根
本

的
に
見
直
す
必
要
あ
り
」「
規
模

と
は
関
係
な
く
質
の
高
い
研
修
施

設
を
認
定
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意

見
が
見
ら
れ
た
（
下
表
）。

地
域
医
療
構
想
に

問
題
あ
り
は
45
％

　「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い
て
、

「
問
題
あ
り
」は
5
病
院（
45
％
）、

「
問
題
な
し
」は
2
病
院
、「
わ
か

ら
な
い
」
は
3
病
院
、
無
回
答
1

病
院
で
あ
っ
た
。

　
問
題
と
感
じ
る
と
こ
ろ
や
負
の

影
響
に
つ
い
て
は
、「
在
院
日
数

の
抑
制
が
全
く
合
理
的
で
あ
れ
ば

よ
い
が
そ
う
は
思
わ
な
い
」「
患

者
追
い
出
し
強
化
」「
在
宅
、
施

設
で
の
収
容
に
限
界
が
あ
り
、
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
」「
病
院
単

位
で
検
討
す
べ
き
問
題
を
と
や
か

く
い
わ
れ
る
の
は
好
ま
な
い
」
な

ど
。
そ
の
解
決
法
や
国
へ
の
要
望

に
つ
い
て
は
「
在
院
日
数
の
幅
を

も
っ
と
大
き
く
す
る
」「
在
宅
強

化
（
Dr
、
Np
、
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
）」「
療
養
型
病
床
、
施
設
の

充
実
を
さ
ら
に
図
り
、
す
ぐ
に
入

れ
る
よ
う
な
拡
充
を
し
て
ほ
し

い
」「
地
域
性
を
充
分
考
慮
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
京
都
府
へ
の
要
望
で
は
、「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
質
的

な
活
動
強
化
」「
機
能
役
割
を
明

確
に
し
て
い
く
は
ず
が
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
大
病
院
か
ら
地
域
へ
の
連
携

パ
ス
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ

で
は
機
能
役
割
に
な
っ
て
い
る
の

か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
」「
二
次
医

療
圏
に
お
け
る
急
性
期
の
内
容
充

実
が
最
も
大
切
で
数
を
減
ら
す
こ

と
ば
か
り
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
」「
医
療
圏
単
位
で
の
検
討
で

充
分
か
ど
う
か
が
疑
問
あ
り
」
な

ど
。

代議員月例
アンケート92

従
業
員
の
雇
用
状
況
、

人
件
費
に
対
す
る
負
担
感
に
つ
い
て

対
象
者
＝
代
議
員
91
人
、
回
答
数
42
（
回
答
率
46
％
）

調
査
期
間
＝
2
月
19
日
〜
3
月
5
日

図１ 従業員（開設者・専従者除く）の人数

図 3  従業員の雇用に関する問題点（複数回答可）

図 2  人件費の負担感について

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 4 月 5 日第 2 9 6 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月 5日･20日･25日発行



る
人
工
呼
吸
下
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
な
が
ら
、
電
気

的
除
細
動
・
強
心
剤
投
与
を
施

行
し
た
。
一
時
的
に
心
拍
が
再

開
し
た
が
、
す
ぐ
に
心
室
細
動

へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
繰
り
返

さ
れ
、
点
滴
内
に
抗
不
整
脈
剤

を
混
入
し
、
静
脈
内
持
続
投
与

を
行
っ
た
。

　
十
数
回
の
電
気
的
除
細
動
と

強
心
剤
投
与
を
繰
り
返
し
、
心

室
細
動
よ
り
回
復
し
、
心
拍
再

開
・
頸
動
脈
の
微
弱
な
拍
動
を

確
認
し
た
。
し
か
し
血
圧
は
測

定
不
能
の
状
態
が
続
き
、
そ
の

後
血
圧
が
1
0
0㎜
Hg
台
ま
で

回
復
し
た
が
、
自
発
呼
吸
お
よ

び
意
識
の
回
復
は
み
ら
れ
ず
、

対
光
反
射
も
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

　
そ
の
後
血
液
検
査
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
、
心
電

図
検
査
を
行
い
病
棟
で
人
工
呼

吸
器
に
装
着
し
た
。
継
続
的
に

頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
施
し
た

が
、
脳
の
萎
縮
を
認
め
、
脳
波

の
波
形
は
フ
ラ
ッ
ト
の
状
況
で

あ
り
、
時
折
開
眼
は
す
る
が
ほ

ぼ
植
物
状
態
と
な
っ
た
。

　
患
者
側
と
し
て
は
、
次
の
2

点
に
つ
い
て
患
者
の
夫
が
作
成

し
た
照
会
書
を
当
該
医
療
機
関

に
提
出
し
た
。

　
①
患
者
は
腹
痛
・
下
痢
の
症

状
は
な
く
高
血
圧
で
あ
り
、
脇

が
詰
ま
っ
た
感
覚
と
背
中
の
痛

み
を
訴
え
た
が
見
過
ご
さ
れ

（
50
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
生
牡
蠣
を
摂
取
し
て
翌
日
就

寝
後
の
夜
中
よ
り
嘔
気
が
出
現

し
た
。
1
時
間
以
上
経
過
し
て

も
症
状
が
続
く
た
め
救
急
受
診

し
た
。
当
直
の
外
科
医
師
は
生

牡
蠣
に
よ
る
急
性
胃
腸
炎
を
疑

い
、
制
吐
剤
・
点
滴
治
療
を
開

始
し
た
。

　
数
十
分
後
に
患
者
に
付
き

添
っ
て
い
た
家
族
か
ら
、
患
者

が
い
び
き
を
か
い
て
呼
び
か
け

て
も
応
答
が
な
い
と
の
連
絡
を

受
け
た
。
直
ち
に
診
察
し
た
と

こ
ろ
、
い
び
き
様
の
呼
吸
で
意

識
・
対
光
反
射
も
な
く
、
脈
拍

も
触
知
せ
ず
血
圧
測
定
も
不
能

で
あ
っ
た
。
直
ち
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
施
行
し
、ア
ン
ビ
ュ
ー

バ
ッ
グ
に
て
呼
吸
を
補
助
し
な

が
ら
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を
装
着

し
た
と
こ
ろ
、
心
室
細
動
が
確

認
さ
れ
た
。
前
胸
部
殴
打
を
数

回
繰
り
返
し
た
が
、
心
室
細
動

は
改
善
さ
れ
ず
、
電
気
的
除
細

動
を
施
行
し
た
と
こ
ろ
、
心
停

止
に
移
行
し
た
。

　
そ
の
後
、
強
心
剤
の
静
脈
内

投
与
に
よ
り
、
再
度
心
室
細
動

が
出
現
し
自
発
呼
吸
も
完
全
に

停
止
し
た
。
気
管
内
挿
管
に
よ

　
た
と
え
ば
、
薬
を
指
示
通
り
に

服
用
し
な
い
患
者
を
叱
り
つ
け

る
。
公
務
員
の
給
料
を
半
分
に
し

ろ
と
ネ
ッ
ト
に
書
き
込
む
。
そ
れ

ら
は
権
力
の
行
使
だ
ろ
う
か
？

　
筆
者
は
イ
エ
ス
だ
と
思
う
。

　
狭
い
意
味
で
の
権
力
は
政
治
、

行
政
、
司
法
な
ど
が
持
っ
て
い
る

が
、
人
と
人
の
間
の
力
関
係
と
い

う
広
い
意
味
で
と
ら
え
た
権
力

は
、
人
間
社
会
の
そ
こ
ら
じ
ゅ
う

に
日
常
的
に
存
在
す
る
。

　
職
場
、
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
の
組
織
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭

に
も
、
地
域
に
も
、
社
会
運
動
に

も
、
様
々
な
力
関
係
が
あ
る
。

　
何
ら
か
の
決
定
権
限
や
指
揮
命

令
が
な
い
と
世
の
中
が
回
ら
な
い

の
は
そ
の
通
り
だ
が
、
問
題
は
、

必
要
以
上
の
権
力
を
積
極
的
に
ふ

る
い
た
が
る
人
た
ち
が
、
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
こ
と
だ
。

　
こ
こ
で
言
う
権
力
の
行
使
は
、

他
者
の
意
思
や
行
動
を
左
右
す
る

こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
力
関
係
の

確
認
（
誇
示
）
も
含
ま
れ
る
。

　
職
場
の
力
関
係
を
背
景
に
し
た

言
動
で
、
相
手
が
不
快
感
を
抱
け

ば
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
る
。
教
師
の
多

く
は
制
裁
や
評
価
の
権
限
を
背
景

に
、
子
ど
も
に
言
う
こ
と
を
き
か

せ
て
い
る
。
い
じ
め
も
力
関
係
で

あ
る
。
家
庭
内
で
力
関
係
を
誇
示

す
る
と
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
が
起

き
る
。
買
い
物
や
飲
食
の
と
き
、

店
員
に
え
ら
そ
う
に
す
れ
ば
、
買

い
手
（
消
費
者
）
と
い
う
立
場
が

持
つ
権
力
の
誇
示
だ
ろ
う
。

　
医
療
現
場
で
患
者
や
他
職
種
に

対
し
て
最
も
権
力
を
持
っ
て
い
る

の
は
医
師
で
あ
る
。
医
学
部
や
医

療
界
に
は
封
建
的
な
風
土
が
残
っ

て
お
り
、
医
師
の
方
々
は
権
力
の

い
や
な
部
分
を
十
分
に
実
感
し
て

き
た
は
ず
だ
が
、
そ
う
い
う
風
土

の
中
で
権
力
的
ふ
る
ま
い
を
身
に

つ
け
て
し
ま
っ
た
医
師
も
い
る
。

　
逆
に
、
む
ち
ゃ
な
要
求
を
す
る

患
者
は
、
医
療
機
関
の
顧
客
と
い

う
立
場
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
権
力

を
誇
示
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
、
一
部
の
人
た
ち
は
権
力

を
ふ
る
い
た
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
「
優
越
感
の
確
認
」
だ
と

思
う
。
対
等
の
関
係
で
は
気
が
済

ま
な
い
。
自
分
が
相
手
よ
り
力
を

持
つ
こ
と
、
強
い
立
場
に
あ
る
こ

と
、
あ
る
い
は
優
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気

分
を
よ
く
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
多
く
の
場
合
、
不
安
や

劣
等
感
の
裏
返
し
で
あ
る
。
自
分

に
自
信
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
わ
ざ

わ
ざ
力
関
係
を
確
認
す
る
必
要
は

な
い
。
能
力
・
見
識
・
人
格
が
本

当
に
優
れ
て
い
れ
ば
、
人
は
自
然

に
つ
い
て
く
る
。

　
困
っ
た
こ
と
に
、
権
力
を
ふ
る

い
た
が
る
タ
イ
プ
の
人
が
組
織
の

上
に
立
つ
と
、
自
分
に
し
っ
ぽ
を

振
る
人
間
を
好
む
の
で
、
さ
し
て

能
力
の
高
く
な
い
茶
坊
主
が
昇
進

す
る
。
ゴ
マ
ス
リ
で
出
世
し
た
人

は
自
分
に
不
安
が
あ
る
か
ら
、
権

力
を
ふ
る
い
た
が
る
。
か
く
し
て

組
織
は
劣
化
す
る
。

　
社
会
的
な
現
象
も
、
一
種
の
権

力
行
使
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

　
過
ち
を
し
た
著
名
人
へ
の
過
剰

な
非
難
、
価
値
観
や
道
徳
の
押
し

つ
け
、
生
活
保
護
利
用
者
へ
の

バ
ッ
シ
ン
グ
、
外
国
人
へ
の
差
別

や
憎
悪
を
ま
き
ち
ら
す
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
も
そ
う
だ
ろ
う
。
主
観
的

に
は
正
義
感
や
被
害
意
識
が
あ
る

の
だ
ろ
う
が
、
反
撃
し
に
く
い
人

々
を
た
た
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
優

越
感
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
他
者
と
の
対
等
な
接
し
方
を
養

う
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
根
本
的
に
は
教
育
の
課
題
だ

が
、
や
っ
か
い
な
こ
と
に
学
校
は

相
当
な
権
力
行
使
の
場
で
あ
る
。

権
力
を
ふ
る
い
た
が
る
人
た
ち

心
疾
患
を
疑
え
な
い
患
者
が

心
停
止
し
て
植
物
状
態
に

た
。
当
直
医
師
の
診
察
は
適
切

で
あ
っ
た
の
か
。

　
②
点
滴
治
療
中
に
病
状
が
急

変
し
た
と
き
、
付
き
添
い
の
家

族
か
ら
の
訴
え
が
な
け
れ
ば
心

肺
停
止
に
も
気
付
か
な
か
っ
た

医
療
機
関
の
態
勢
は
適
切
で

あ
っ
た
の
か
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
①

心
疾
患
あ
る
い
は
急
性
腸
炎
で

あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

例
え
検
査
を
し
て
い
て
も
異
常

所
見
が
出
て
い
な
い
可
能
性
が

十
分
考
え
ら
れ
、
腸
炎
を
否
定

す
る
所
見
が
な
け
れ
ば
同
様
の

結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
血
液
検

査
・
心
電
図
は
通
常
こ
の
場
合

は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今

後
の
救
急
外
来
に
お
い
て
は
最

低
限
、
血
圧
脈
拍
測
定
は
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら

行
う
よ
う
改
善
し
た
。
②
患
者

を
放
置
し
て
は
お
ら
ず
、
付
き

添
い
の
家
族
が
離
れ
た
と
き
は

看
護
師
が
付
き
添
っ
て
い
た
。

以
上
の
点
か
ら
状
況
を
回
避
で

き
た
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、

正
当
な
医
療
行
為
で
あ
っ
た
と

判
断
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

7
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
受
診
直
後
の
問
診
表
か
ら
心

疾
患
を
疑
う
よ
う
な
訴
え
は
な

く
、
患
者
本
人
は
吐
き
気
を
訴

え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
急
性
胃
腸
炎
を
第
一
に
疑

う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
受
診

直
後
に
心
電
図
を
装
着
す
る
必

要
は
考
え
ら
れ
な
い
。
点
滴
中

も
患
者
を
ひ
と
り
に
し
た
事
実

も
な
い
。
容
体
急
変
後
の
処
置

も
適
切
に
行
わ
れ
、
心
臓
の
動

き
も
回
復
し
て
い
る
点
か
ら
問

題
は
な
い
。
た
だ
し
、
受
診
直

後
に
血
圧
脈
拍
測
定
を
行
っ
て

　
Ｑ
、
1
処
方
に
つ
き
70
枚
を

超
え
て
湿
布
薬
を
投
与
す
る
場

合
は
、
当
該
湿
布
薬
の
投
与
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
趣
旨

を
、
レ
セ
プ
ト
や
処
方
せ
ん
に

記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
以
外
に
も
、
湿
布
薬
の
投
薬

に
あ
た
り
、
レ
セ
プ
ト
の
記
載

要
領
や
処
方
せ
ん
の
記
載
要
領

が
変
更
さ
れ
た
の
か
。

　
Ａ
、
湿
布
薬
を
投
与
し
た
場

合
は
、
枚
数
に
関
わ
ら
ず
、
レ

セ
プ
ト
「
摘
要
」
欄
に
所
定
単

位
当
た
り
の
薬
剤
名
、
投
与
量

を
記
載
し
た
上
で
、「
1
日
用

量
」
ま
た
は
「
投
与
日
数
」
を

記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
処
方
せ
ん
で
投
薬
す
る

場
合
は
、
処
方
せ
ん
に
「
1
回

当
た
り
の
使
用
量
お
よ
び
1
日

当
た
り
の
使
用
回
数 

」
ま
た

は
「
投
与
日
数
」
を
記
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
ら
ず
、
仮
に
こ
の
時
点
で
最

低
限
脈
拍
を
測
定
し
て
、
何
ら

か
の
異
変
に
気
づ
い
て
対
処
す

れ
ば
、
電
気
的
除
細
動
が
早
く

施
行
で
き
た
可
能
性
は
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
予
後
の
状
態
が
変

わ
っ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
患
者
側
に
医

学
的
説
明
を
試
み
る
と
と
も
に

医
療
過
誤
を
否
定
し
た
と
こ

ろ
、
患
者
側
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

が
途
絶
え
て
久
し
く
な
っ
た
た

め
、
立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ

れ
た
。

金
融
共
済
委
員
会

（
3
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
弔
慰
金
改
定
（
案
）
に
つ
い

て
検
討
・
決
定
し
ま
し
た
。

　
給
付
3
件
、
加
入
1
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
3
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

2
0
1
6
年
度
改
定
・
湿
布
薬
の
投
与
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の
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　５月の風に誘われて、香りと癒しのハーブを
楽しみませんか。
　フレッシュハーブティーや手作りのハーブス
イーツを召し上がっていただき、楽しい講師と
一緒にハーブグッズを手作りします。
　ご家族、従業員のみなさんもお誘い合わせの
上、ぜひご参加下さい。

日　時 ５月21日（土）午後２時30分～４時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 榊田 千佳子氏
参加費 会員：1,000円、非会員：1,500円

定員20人
先着順・要申込

定員が一杯となりました。
たくさんのご応募
ありがとうございました。

日 時 4月17日（日）

イタリアンランチ付

陶 芸 教 室

ハ ー ブ
教 室

http://www.hokeni.jp/URL

2016年度
新点数説明会

京都府保険医協会主催

現在

配信中!

『点数表改定の
ポイント』説明会
（協会HP保険医専用サイト）

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 4 月 5 日 第 2 9 6 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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厚
労
省
の
「
子
ど
も
の
医
療

制
度
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検

討
会
」（
座
長
＝
遠
藤
久
夫
・

学
習
院
大
教
授
）
が
3
月
22

日
、
議
論
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成

し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
、
国

が
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担

を
減
額
す
る
措
置
に
つ
い
て
、

見
直
す
よ
う
求
め
る
報
告
書
を

了
承
し
た
。

　
国
保
の
減
額
措
置
は
、
自
治

体
独
自
の
制
度
に
よ
る
波
及
増

分
は
公
平
の
観
点
か
ら
当
該
自

治
体
が
負
担
す
べ
き
と
の
考
え

方
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
る
。

地
方
自
治
体
か
ら
は
こ
の
よ
う

な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
廃
止
を
求
め

踏
ま
え
つ
つ
、
行
う
べ
き
と
さ

れ
た
。

　
な
お
、
減
額
調
整
の
廃
止
に

よ
る
国
費
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
未
就
学
児
で
79
・
2
億

円
、
小
学
生
ま
で
だ
と
さ
ら
に

35
・
7
億
円
が
必
要
と
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
具
体
的
な
見

直
し
案
は
、
5
月
に
策
定
す
る

る
声
が
強
く
、
報
告
書
に
は

「
早
急
に
見
直
す
べ
き
と
の
意

見
が
大
勢
を
占
め
た
」
と
明
記

さ
れ
た
。

　
そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

△

医
療
費
無
償
化
に
よ
る
受
診

拡
大
等
が
医
療
保
険
制
度
全
体

の
規
律
や
医
療
提
供
体
制
に
与

え
る
影
響△

負
担
能
力
に
応
じ

た
負
担
と
す
る
視
点
や
過
度
な

給
付
拡
大
競
争
の
抑
制△

小
児

科
の
か
か
り
つ
け
医
の
普
及
、

保
護
者
等
へ
の
啓
発
普
及
、
他

の
子
育
て
支
援
策
の 

充
実
な

ど
併
せ
て
取
り
組
む
べ
き
事
項

△

必
要
と
な
る
公
費
財
源
や
財

源
の
有
効
活
用
な
ど
財
政
再
建

計
画
と
の
整
合
性
等
の
観
点
を

「
1
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
方

向
性
を
盛
り
込
み
、
今
夏
の
来

年
度
予
算
概
算
要
求
に
向
け
て

政
府
内
で
検
討
さ
れ
る
。

　
報
告
書
は
小
児
医
療
の
提
供

体
制
に
つ
い
て
も
、△

小
児
医

療
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
留
意
し
つ

つ
、
特
に
高
度
先
進
医
療
を
含

め
て
更
な
る
集
約
化
を
推
進△

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
子
ど
も
の
医
療
に

も
広
げ
、
中
核
医
療
機
関
と
地

域
の
小
児
科
の
か
か
り
つ
け
医

等
の
連
携
を
は
じ
め
、
医
療
・

福
祉
・
保
健
・
教
育
等
の
多
職

種
が
連
携
し
チ
ー
ム
で
対
応△

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も

を
地
域
で
支
援
す
る
体
制
を
構

築△

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
ま
で
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
）

の
整
備
―
を
提
言
し
て
い
る
。

厚
労
省
の
子
ど
も
医
療
検
討
会
が
報
告
書

　
協
会
は
、
京
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
2
月
28
日
に
開
催
。
参
加
者

は
28
人
と
な
っ
た
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
今
回
は
、
わ
た
し
が
青
春
の

頃
、
Ｌ
Ｐ
で
愛
聴
し
て
い
た

〝
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
五
重
奏
曲
〞
と
の
情
報
を
得

て
早
速
、
申
し
込
ん
だ
。
春
一

番
が
す
で
に
吹
い
た
と
は
い

え
、
暖
か
い
日
で
こ
れ
は
少
し

ブ
ラ
ー
ム
ス
に
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
か
な
と
思
い
な
が
ら
6
階

に
昇
っ
た
。

　
弦
楽
器
の
メ
ン
バ
ー
は
第
2

バ
イ
オ
リ
ン
を
除
き
前
回
と
同

じ
で
、
ビ
オ
ラ
の
金
本
洋
子
さ

ん
か
ら
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
そ
の
作

品
を
シ
ュ
ー
マ
ン
の
妻
ク
ラ
ラ

に
献
呈
し
て
い
た
こ
と
を
知

る
。
次
に
、
本
日
の
主
役
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
鈴
木
祐
子

さ
ん
が
、
2
本
の
長
短
の
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
携
え
て
現
れ
、
今

回
は
曲
想
に
合
っ
た
Ａア

ー
管
を
吹

か
れ
る
ら
し
い
。
以
下
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
心
情
に
思
い
を
馳

せ
つ
つ
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聴

き
進
ん
で
い
っ
た
。

　
1
楽
章
は
ク
ラ
ラ
へ
の
果
て

る
こ
と
の
な
い
思
慕
の
念
が
炸

裂
し
て
い
て
、
晩
年
の
作
品
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
若
々
し
い
。

2
楽
章
は
お
そ
ら
く
転
調
し
て

い
て
作
曲
者
の
〝
独
白
〞
で
は

な
い
か
。
後
悔
や
自
己
反
省
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
ソ
ロ
が
ゆ
っ
く

り
と
階
段
を
昇
る
よ
う
に
駆
け

上
が
り
最
高
音
に
達
す
る
と
こ

ろ
は
い
つ
も
痺
れ
て
し
ま
う
。

3
楽
章
は
す
こ
し
ふ
っ
切
れ
た

感
情
が
読
み
取
れ
る
一
方
、
傷

つ
い
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
仲
間
や

隣
人
か
ら
励
ま
さ
れ
て
元
気
を

取
り
戻
し
て
い
く
よ
う
だ
。
最

終
楽
章
は
お
そ
ら
く
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
あ
っ
た
彼
が
神
と
の
対

話
を
通
じ
て
治
癒
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
描
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
？　
以
上
、
全
体
的
に

は
ブ
ラ
ー
ム
ス
ら
し
い
ブ
ル
ー

な
色
調
で
覆
わ
れ
て
い
る
も
の

あ
べ
じ
ゅ
ん
婦
人
科 

阿
部
　
純
（
宇
治
久
世
）

一
度
き
り
の
芳
潤
な
刻
を
共
有
し
て

国
保
へ
の
国
庫
負
担
減
額「
見
直
す
べ
き
」

の
、
時
に
跳
躍
す
る

よ
う
な
活
動
性
や
遊

び
心
も
あ
り
、
ク
ラ

ラ
へ
の
激
し
い
思
い

が
う
ま
く
昇
華
さ
れ

て
い
る
作
品
だ
ろ
う
。

　
終
楽
章
を
終
え
、

5
人
の
演
奏
者
が

す
っ
く
と
息
を
そ
ろ

え
て
立
ち
上
が
ら
れ

た
際
は
、
こ
の
難
曲

を
弾
き
切
っ
た
充
実

感
で
あ
ふ
れ
、
顔
も

か
な
り
紅
潮
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
こ
の

よ
う
な
小
さ
な
空
間

で
室
内
楽
を
楽
し
む

ほ
う
が
演
者
と
の
距
離
も
近

く
、
音
の
粒
や
息
使
い
も
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ッ
ド
に
感
じ
ら
れ
て
宝
石

の
よ
う
な
思
い
出
と
し
て
残

る
。
京
響
の
メ
ン
バ
ー
の
鮮
度

の
よ
い
演
奏
に
感
謝
し
つ
つ
、

是
非
、
来
年
度
も
素
敵
な
演
目

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
特
徴
を
紹
介

　
2
0
0
0
年
に
介
護
保
険

制
度
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
早

速
、
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員

を
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
医
師
以

外
と
審
査
を
と
も
に
す
る
こ
と

が
初
め
て
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
真
面
目
に
調
査
員
と
医
師

意
見
書
の
誤
差
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
も
取
得
す
べ

く
、
久
し
ぶ
り
の
受
験
生
気
分

を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

か
ら
、
訪
問
診
療
患
者
が
減
り

だ
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
景
気
の
後
退
な
ど
も
あ
り
、

過
疎
化
も
進
行
し
て
開
業
時
よ

り
1
0
0
0
人
ぐ
ら
い
人
口
減

に
な
り
ま
し
た
。
05
年
に
は
町

広
間
の
入
口
に
近
い
テ
ー
ブ
ル

に
は
開
業
時
か
ら
の
患
者
Ｈ
さ

ん
が
い
ま
す
。
禿
げ
た
頭
を
撫

で
て
か
ら
通
過
す
る
の
で
す

が
、
大
き
な
声

で
（
高
度
の
難

聴
で
す
）「
や
ぶ

医
者
が
来
た
」

と
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
ま
す
。
す

る
と
左
片
麻
痺

の
Ｓ
さ
ん
が
右

手
を
振
っ
て
く

れ
ま
す
。
隣
の

Ｍ
さ
ん
が
「
先

生
、
明
日
受
診

し
ま
す
」
と
声

を
か
け
て
く
れ

ま
す
。
来
院
は

な
い
の
で
す

が
。
次
の
テ
ー

ブ
ル
で
は
Ｙ
さ

ん
か
ら
「
か
ゆ
み
止
め
く
だ
さ

い
」
と
要
求
さ
れ
ま
す
。
女
性

ば
か
り
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
一
人

Ｆ
さ
ん
（
米
寿
を
過
ぎ
て
い
ま

内
に
特
養
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。
開
業
時
に
「
開

業
医
は
宣
伝
と
か
、
患
者
の
お

迎
え
な
ど
は
す
る
な
。
迎
え
が

必
要
な
ら
患
者
宅
に
行
け
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
実
行
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
介

護
事
業
は
お
迎
え
が
い
い
の
で

す
。
寝
た
き
り
予
防
や
認
知
予

防
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
が
増
え
ま
し
た
。
施
設
の

介
護
職
か
ら
は
、
利
用
者
の
発

熱
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
訪
問
診
療

に
は
行
け
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
午
後
の
時
間
に
顔
を

出
し
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
人
気
者

す
）
が
心
不
全
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
女
の
中
に
男
が
一
人
と
悦

に
浸
っ
て
い
ま
す
。
普
段
診
察

し
て
い
な
い
方
も
何
か
と
話
し

か
け
て
こ
ら
れ
ま
す
。「
分
か

り
ま
し
た
、
今
度
受
診
し
て
く

だ
さ
い
ね
」
と
い
つ
も
診
察
し

て
い
る
振
り
を
し
て
離
れ
ま
す
。

　
や
っ
と
そ
の
奥
の
畳
に
発
熱

の
Ｋ
さ
ん
が
お
ら
れ
、
少
し
風

邪
気
味
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
夜
診
の
前
に
家
族
に
来
院

す
る
よ
う
伝
え
て
ほ
し
い
と
ス

タ
ッ
フ
に
お
願
い
し
ま
す
。
こ

こ
で
訪
問
診
療
に
な
っ
た
ら
、

時
間
も
節
約
で
き
る
し
、
楽
だ

ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
、
人
気

者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
慰
問
が
お

わ
り
皆
さ
ん
に
手
を
振
っ
て
退

場
し
ま
す
。
少
し
の
認
知
な

ど
、
も
の
と
も
し
な
い
強
者
ば

か
り
で
す
。

心
地
よ
い
演
奏
に
い
ざ
な
わ
れ
て

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
く

文化企画

２
日
目

１
日
目

核廃絶を巡る現情勢―核抑止力論を乗り越えるために
反核京都医師の会　第36回定期総会

日　時 4 月16日（土）午後２時～（４時から総会議事）
場　所 京都府保険医協会・会議室
内　容  第１部＝ 市民公開講演会　 講師 冨田 宏治氏（関西学院大学教授）
 第２部＝総会議事（４時～）
　※会員でない方の参加も歓迎します。申込不要（定員50人）、参加無料。

楽しく・わかりやすく・ためになる！

新しく医療機関に勤められた方の研修会
日　時　4 月13日（水）午後２時～４時
内　容　「医院・診療所での接遇マナー研修・初級編」
　　　　　　　　　　　　　　元日本航空客室乗務員　茂木 治子氏
日　時　4 月14日（木）午後２時～４時
内　容　「医事紛争から見た医療従事者としての心構え」
   　　　　　　　　　　　　　 林　一資 協会副理事長
　　　　「知っておきたい保険基礎知識（請求留意事項）」
   　　　　　　　　　　　　　 種田 征四郎 協会理事

場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
対象者　新入職員、研修会はじめての方　 定　員　両日 40人（要申込）
協　賛　有限会社アミス

直
し
案
は
、
5
月
に
策
定
す
る

戦争法廃止の
署名に協力を
全国で2000万を目標に取
り組まれています。本紙
2月20日号に同封してい
ます。ご協力下さい。
４月末に第１次集約
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医師の診る風景
柳澤 衛（相楽）

　和束より❹

和束町　要支援・要介護認定者数の推計 （単位：人）

和束町第７次高齢者保健福祉計画及び第6期介護保険事業計画より引用

実　　績 推　　計
第 ５ 期 第 ６ 期

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
認定者数 291 303 299 306 309 314
要支援１ 23 20 22 20 20 20
要支援２ 44 43 48 42 42 43
要介護１ 34 31 33 31 30 31
要介護２ 52 67 65 68 69 70
要介護３ 41 45 54 45 45 46
要介護４ 49 50 40 52 54 54
要介護５ 48 47 37 48 49 50

認定者率 18.95％ 19.27％ 18.45％ 18.53％ 18.50％ 18.64％


